
サイエンスダイアログ 

第１回 令和元年 ６月１９日（水） １６：４０～１７：５０ 

 

講  師 ： Chih-Yang CHEN博士（台湾） 

所  属 ： 京都大学 大学院医学研究科 

 研究分野 ： 医学・神経科学 

 研究内容 ： コモンマーモセットにおける 

視覚的恐怖信号の皮質下処理機構 

 

《生徒感想》 

 専門的な話を英語できくことができ、医学や生物学にさらに興味が持てた。また今まで知ら

なかった分野についても新たな気づきがあり、視野が広がった。 

 

第２回 令和２年 １月２３日（木） １６：４０～１７：５０ 

 

講  師 ： Niklag KOLBE博士（ドイツ） 

所  属 ： 金沢大学 

 研究分野 ： 数理系科学・応用数学 

 研究内容 ： がん細胞浸潤のモデリングと 

解析と数値シミュレーション 

 

《生徒感想》 

 最新のニュースを取り上げていたのが、面白くてわかりやすかった。生徒自身が考える機会も

あり、内容も授業の延長上であったので考えやすかった。自分の知らない世界を知ることがで

きて面白かった。 

       

第３回 令和２年 ２月１８日（水） １６：４０～１７：５０ 

 

講  師 ： Anis ROSMANIS博士（ラトビア） 

所  属 ： 名古屋大学 

 研究分野 ： 情報学・情報学基礎論 

 研究内容 ： 量子スプレマシーの理論 

 

《生徒感想》 

 研究内容だけではなく、なぜその研究をしようと思ったのか等を詳しく話してくださったのが

良かった。量子コンピュータについて、聞いたことはあったがよく知らなかったので、今回この

講義を聞けて良かった。英語をもっと勉強しようと思った。   

     

 


